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第４２回全日本実業柔道個人選手権大会戦評 
（主に当連盟加盟チーム選手を中心） 

  
 
男子７３ｋｇ級 

 

男子７３ｋｇ級は本大会、過去最高のエントリー。西岡が１１３人の頂点に立つ。 

 

 男子７３ｋｇ級は本大会の全階級を通じ過去最高のエントリーとなった。 

優勝した京葉ガスの西岡和志参段は、足技中心の柔道で順当に勝ち進み、田村和也参段

（パーク２４）との準決勝戦では、両者激しい攻防を展開するも、田村有効ポイントリー

ドで迎えた４分７秒に、西岡が内股返で技ありを奪って逆転し決勝戦に進む。 

 対して、東芝の丸山も積極的な試合運びで勝ち進み、朝比奈竜太郎参段（高宮接骨院）

との準決勝戦を、攻めの柔道で指導２を奪って、初の決勝戦に駒を進める。 

 

準決勝戦第１試合 

３丸山 兼矢②      （指導２）        ３朝比奈 竜太郎 

（東芝）                       （高宮接骨院） 

 

準決勝戦第２試合 

３田村 和也       （内股透）       ②３西岡 和志 

（パーク２４）                      （京葉ガス） 

 

決勝戦 

３丸山 兼矢       （優勢勝）       ④３西岡 和志 

（東芝）        （ゴールデンスコア）      （京葉ガス） 

 丸山右組み、西岡左のケンカ組手。西岡は開始３４秒、前に引き出しながら左支釣込足

で丸山を転がすが、丸山は辛うじて腹ばいになって逃れる。１分５秒には、丸山が組み際

に飛び上がりながら腕挫十字固（“飛び十字”）を仕掛けると、西岡は相手を引き上げて危

地を脱するも左腕を痛める。その後、丸山は右背負投、右体落、左一本背負投、西岡が奥

襟を押さえて左内股で互いに攻め合うが、決め手を欠いて延長戦に突入。延長３０秒には

組み手を嫌った丸山に指導１。その後は丸山が低い背負投、体落、帯取返等で多彩な技で

攻勢に出、一方の西岡は内股で応戦。終了３０秒前には西岡の体落に丸山は躓き気味に倒

れるも腹這いでかわす。そのまま時間となり旗判定に持ち込まれる。旗は３本共西岡に上



がり、西岡の初優勝が決まる。 


